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【訪問先詳細】 

 

１ スリーケ株式会社   

（１）所 在 地  上尾市領家 1152-31  

（２）訪問時間  午後 1時から午後 2 時まで 

（３）特徴など 

 ～生産管理システムをゼロから開発してＤＸを推進、第１回埼玉ＤＸ大賞 

  最優秀賞を受賞～ 

⚫ 製造機械部品にアルミニウムの被膜加工などを行う企業で、上尾市で昭和 44年に創

業しました。 

⚫ 生産管理に取り組む社員を中心に、令和元年、自社の作業工程に即した生産管理シ

ステムの自社開発に踏み切り、社員がゼロから開発しました。現場の声を聞きなが

ら改良を重ね、現在に至ります。 

⚫ 工場内は、グループごとにＰＣやタブレットが設置されており、バーコードを活用

して必要な情報を入力すると、工場内の大型ディスプレイに業務進行状況などが表

示されます。 

⚫ 日報の電子化や指示書、製品台帳、業務進行状況の共有・見える化を実現し、ものづ

くりに関する情報を一元化することで、ペーパーレス、業務効率化や営業場面にお

けるレスポンスの向上を実現しています。 

⚫ さらには、令和 4 年 6 月、システム部門を分社化し、オーダーメイドで他社のシス

テムを構築するサービスも展開しており、中小企業のＤＸを先導しています。 

⚫ 訪問先では、社員が開発した生産管理システムを活用している工場の現場や、シス

テム部門を分社化したスリーケシステム株式会社の執務室を視察し、代表や生産管

理システムの開発に携わった社員と意見交換を行います。 

 

２ 上尾市子ども・子育て支援複合施設（AGECOCO） 

（１）所 在 地  上尾市壱丁目東 22-1 

（２）訪問時間  午後 2時 15分から午後 3時 15 分まで 

（３）特徴など 

 ～保育所、発達支援相談センター、児童発達支援センターを複合化、「交 

  流保育」と「気づきから専門的な療育まで切れ目ない支援」に取組む～ 

⚫ 令和５年４月、２つの保育所、発達支援相談センター、児童発達支援センターつく

し学園を子ども・子育て支援複合施設（AGECOCO）として複合化して開設し、市直

営施設として運営しています。 
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⚫ 保育所と児童発達支援センターつくし学園はラウンジ・園庭を共有し、障害の有無に関係

なく誰もが一緒に遊べるインクルーシブ遊具を設置し園庭での日常的な交流を行うほか、

季節の行事・イベントの合同実施など「交流保育」を進めています。 

⚫ 発達支援相談センターと児童発達支援センターつくし学園では同一施設内で「気づき」か

ら「専門的な療育」まで切れ目なく支援しています。また、他の保育園・幼稚園にも支援員

が訪問し専門的助言を行うなどアウトリーチ支援を実施しています。 

⚫ また、地域との交流イベントを定期的に開催し、地域のインクルージョンの中核としての役

割を果たしています。 

⚫ 訪問先では、施設の複合化と運営の工夫により「交流保育」などに取り組んでいる施設を

視察し、施策を担当する子ども未来部長や施設の職員らと意見交換を行います。 

 

３ 株式会社サンフレッセ  

（１）所 在 地  伊奈町西小針 7-11 

（２）訪問時間  午後 3時 50分から午後 5時 00 分まで 

（３）特徴など 

 ～多品種・小ロットで高品質・ローコストな冷凍パン生地を製造、こど 

  も食堂への支援など地域貢献に取組む～ 

⚫ 昭和 23年に川口市で創業、平成９年１月伊奈町に本社移転した冷凍パン生地を中心

としたパンを製造する企業です。 

⚫ 店内ベーカリーを展開するスーパーマーケット等の要望に応じて多品種・小ロット

で高品質・ローコストな冷凍パン生地をＯＥＭ製造しています。 

お店で焼き立てパンとして提供できるよう成型まで終了して冷凍するものや焼成後

冷凍するものなど様々なバリエーションを有し、相手方企業の多彩なニーズに対応

し、多品種・小ロットで高品質・ローコストで製造しています。 

⚫ 地域貢献に取り組み、規格外のパンを近隣のこども食堂に提供しているほか、地元

伊奈町と連携協力協定を締結して伊奈町産米を買い取り社員食堂で提供するなどの

取組を実施しています。 

⚫ また、工場は食品安全管理の国際規格の「FSSC22000」を受けており、近い将来の海

外展開を目指しています。 

⚫ 訪問先では、工場の現場を視察し、多品種・小ロットの冷凍パン生地づくりの工夫、

地域貢献、今後の展望などについて意見交換を行います。 


